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本紙は一般廃棄物･浄

化槽保守点検清掃･産

業廃棄物等の取扱業 

者による全国団体の 

広報誌です。

会員･関係企業･官公

庁･地方公共団体に頒

布しております。

１
面
…
令
和
6
年
能
登
半
島
地
震
支
援
を
実
施

２
面
…
一
廃
許
可
区
域
割
り
巡
り
国
会
質
問

５
面
…
令
和
6
年
新
年
懇
親
会
に
来
賓
多
数

６
面
…
立
憲
・
一
廃
処
理
議
連
が
第
7
回
総
会

【３月号】
で
は
し
尿
の
発
生
量
は
最
低

33
キ
ロ
リ
ッ
ト
ル
・
日
、
バ

キ
ュ
ー
ム
カ
ー
は
最
低
13
台

必
要
に
な
る
と
試
算
し
た
。
た

だ
し
断
水
の
発
生
や
、
避
難
者

数
の
増
加
ペ
ー
ス
か
ら
想
定

以
上
の
し
尿
が
発
生
す
る
こ

と
が
考
え
ら
れ
、
倍
の
26
台
を

確
保
す
る
こ
と
を
目
標
に
9

日
ま
で
待
機
を
継
続
す
る
こ

と
と
し
た
。

　

こ
の
時
点
に
お
け
る
各
県

組

合

の

支

援

体

制

は
、

バ

キ
ュ
ー
ム
カ
ー
83
台
、
作
業
員

1
6
6
名
と
な
っ
て
い
る
。
ま

た
5
〜
8
日
の
間
も
石
川
県

危
機
管
理
課
と
連
絡
を
取
り

合
い
、
支
援
準
備
を
進
め
た
。

深
夜
2
時
ま
で
に
は
全
員
が
集

結
し
た
。

　

目
的
地
の
珠
洲
市
浄
化
セ
ン

タ
ー
は
羽
咋
市
か
ら
約
1
0
0

キ
ロ
で
、
通
常
で
あ
れ
ば
2
時

間
程
度
で
到
着
す
る
。
し
か
し

今
回
は
震
災
に
よ
っ
て
道
路
が

寸
断
さ
れ
、
土
砂
崩
れ
、
路
面

崩
落
に
よ
っ
て
、
災
害
緊
急
車

両
の
通
行
に
す
ら
支
障
を
来
す

状
況
と
な
っ
て
い
た
。
迂
回
路

の
な
い
一
本
道
に
支
援
車
両
、

被
災
者
の
車
が
殺
到
し
て
大
渋

滞
を
引
き
起
こ
し
、
初
日
の
支

援
は
片
道
5
〜
7
時
間
を
要
す

る
な
ど
、
睡
眠
不
足
に
よ
る
疲

れ
が
残
る
第
一
班
に
と
っ
て
は

特
に
過
酷
な
支
援
と
な
っ
た
。

　

た
だ
こ
う
し
た
状
況
で
あ
っ

て
も
、
珠
洲
市
浄
化
セ
ン
タ
ー

か
ら
羽
咋
郡
市
広
域
圏
事
務
組

合
衛
生
セ
ン
タ
ー
、
七
尾
市
な

な
か
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
か
ら

羽
咋
郡
市
広
域
圏
事
務
組
合
衛

生
セ
ン
タ
ー
、
七
尾
市
中
央
水

質
管
理
セ
ン
タ
ー
、
金
沢
市
西

部
衛
生
セ
ン
タ
ー
、
白
山
市
松

任
浄
化
セ
ン
タ
ー
ま
で
し
尿
・

汚
泥
を
搬
出
し
た
。

　

第
1
班
の
作
業
は
1
月
14

日
ま
で
続
け
ら
れ
、
期
間
中
の

運
搬
量
は
11
万
3
8
5
0
㎥
、

車
両
は
延
べ
39
台
、
作
業
員
延

べ
78
名
と
な
っ
た
。

　

ま
た
続
く
第
2
班
は
、
岐

阜
、
京
都
、
和
歌
山
で
構
成
す

る
バ
キ
ュ
ー
ム
カ
ー
8
台
、
作

業
員
16
名
、
先
導
車
1
台
2

名
、
第
3
班
は
岩
手
、
山
形
、

福
島
で
構
成
す
る
バ
キ
ュ
ー

ム
カ
ー
10
台
、
作
業
員
18
名
、

先
導
車
1
台
1
名
と
い
う
体

制
だ
っ
た
。

　

道
路
事
情
は
日
に
日
に
改

善
し
、
第
2
班
以
降
の
所
要
時

間
は
片
道
4
時
間
程
度
ま
で

短
縮
し
た
が
、
依
然
と
し
て
効

率
的
な
支
援
を
行
う
に
は
ほ

ど
遠
い
状
況
で
、
さ
ら
に
支
援

の
後
半
か
ら
は
雪
が
降
り
始

め
道
路
事
情
を
一
段
と
悪
化

さ
せ
た
こ
と
も
あ
っ
た
。

　

道
路
の
復
旧
は
急
ピ
ッ
チ

で
進
め
ら
れ
て
い
た
も
の
の
、

応
急
処
置
に
近
く
、
危
険
な
道

路
陥
没
、
段
差
は
多
く
残
り
、

そ
れ
を
雪
が
覆
い
隠
し
た
こ

と
で
、
ド
ラ
イ
バ
ー
の
負
担
は

一
層
増
し
た
。

　

し
か
し
第
2
班
も
珠
洲
市

浄
化
セ
ン
タ
ー
、
七
尾
市
な
な

か
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
、
輪

島
市
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
宅

田
分
場
か
ら
羽
咋
郡
市
広
域

圏
事
務
組
合
衛
生
セ
ン
タ
ー
、

金
沢
市
西
部
衛
生
セ
ン
タ
ー

ま
で
搬
出
を
行
い
、
1
月
15

〜
19
日
ま
で
の
運
搬
量
は

11
万
2
4
9
0
㎥
、
車
両
は
延

べ
40
台
、
作
業
員
延
べ
80
名
。

　

第
3
班
は
珠
洲
市
浄
化
セ

ン
タ
ー
、
七
尾
市
な
な
か
ク

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
、
輪
島
市
ク

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
宅
田
分
場

か
ら
羽
咋
郡
市
広
域
圏
事
務

組
合
衛
生
セ
ン
タ
ー
、
白
山

市
松
任
浄
化
セ
ン
タ
ー
、
金

沢
市
西
部
衛
生
セ
ン
タ
ー
ま

で
搬
出
を
行
い
、
1
月
20
〜

23
日
の
期
間
中
、
運
搬
量
は

“暗黙”の区域割りも独禁法抵触
古谷一之委員長が見解示す公取委

定
め
る
と
い
う
話
に
な
っ
た

と
す
る
と
、
こ
れ
は
独
占
禁

止
法
上
の
指
導
対
象
に
な
る

か
」
と
質
問
し
、
古
谷
一
之

委
員
長
は
「
独
占
禁
止
法
（
独

禁
法
）
違
反
に
当
た
る
か
ど

う
か
は
具
体
的
な
事
実
に
基

づ
い
て
判
断
す
る
必
要
が
あ

る
が
、
一
般
論
と
し
て
は
廃

棄
物
処
理
法
に
基
づ
き
区
域

割
り
が
な
さ
れ
て
い
な
い
中
、

許
可
業
者
が
そ
れ
ぞ
れ
区
域

を
決
定
し
て
仕
事
を
さ
れ
る

場
合
は
、
相
互
に
事
業
活
動

を
拘
束
し
て
競
争
を
制
限
す

る
独
禁
法
上
の
カ
ル
テ
ル
に

該
当
す
る
場
合
が
あ
る
」
「
廃

棄
物
処
理
法
に
基
づ
き
市
町

村
長
が
定
め
る
こ
と
は
、
独

禁
法
上
で
何
か
を
申
し
上
げ

る
立
場
に
は
な
い
。
た
だ
し
、

価
格
な
ど
の
面
で
の
共
同
行

　

公
正
取

引
委
員
会

の
古
谷
一

之
委
員
長

は
、

業

者

間
に
よ
る

暗
黙
の
区

域
割
り
は

独
禁
法
に

抵
触
す
る

と
の
見
解

を
示
し
た
。

　

立
憲
民

主
党
一
般

廃
棄
物
処

理
議
員
連

盟
幹
事
長

の
末
松
義
規
議
員
が
2
月
28

日
の
衆
議
院
予
算
委
員
会
で

質
問
し
た
際
に
発
言
し
た
も

の
で
、
末
松
議
員
は
「
例
え
ば

事
業
者
が
相
談
し
て
区
域
を

為
に
は
注
意
い
た
だ
き
た
い
」

と
回
答
し
た
。

　

ま
た
当
日
は
議
連
事
務
局

長
の
山
崎
誠
議
員
か
ら
も
清

掃
・
保
守
点
検
実
施
率
調
査

の
結
果
と
、
浄
化
槽
清
掃
率

と
区
域
割
り
の
関
連
に
つ
い

て
質
問
が
あ
っ
た
。

　

こ
れ
ら
の
答
弁
を
通
じ
て
、

改
め
て
浄
化
槽
清
掃
率
の
向

上
に
つ
い
て
、
市
町
村
の
一

般
廃
棄
物
処
理
計
画
に
基
づ

く
適
切
な
区
域
割
り
が
必
要

な
こ
と
が
浮
き
彫
り
に
な
っ

た
（
関
連
記
事
2
面
）
。

汚
泥
の
搬
出
で
、
宿
泊
場
所
は

羽
昨
市
の
「
国
立
能
登
青
少
年

交
流
の
家
」
に
決
ま
り
、
直
ち

に
第
一
班
が
出
動
し
た
。
岐
阜
、

滋
賀
、
京
都
、
和
歌
山
で
構
成

す
る
バ
キ
ュ
ー
ム
カ
ー
13
台
、

作
業
員
28
名
、
連
絡
等
を
担
う

先
導
車
2
台
4
名
と
い
う
体
制

で
、
羽
咋
市
に
は
当
日
26
時
、

10
万
3
5
1
0
㎥
、
車
両
は
延

べ
32
台
、
作
業
員
延
べ
64
名
と

な
っ
た
。

　

そ
の
後
、
作
業
を
地
元
業
者

に
引
き
継
ぎ
、
1
月
24
日
に
全

員
が
帰
着
し
た
。

　

玉
川
会
長
は
今
回
の
支
援

に
つ
い
て
、
「
全
国
環
整
連
は

過
去
の
阪
神
淡
路
大
震
災
、
新

潟
県
中
越
沖
地
震
、
東
日
本
大

震
災
で
も
支
援
を
行
っ
て
き

た
。
世
の
中
に
は
下
水
道
の
普

及
等
に
よ
っ
て
バ
キ
ュ
ー
ム

カ
ー
は
不
要
と
言
わ
れ
る
方

も
い
る
が
、
そ
れ
は
誤
り
で

あ
り
、
ま
だ
必
要
と
さ
れ
て

い
る
。
そ
し
て
私
た
ち
が
バ

キ
ュ
ー
ム
カ
ー
を
持
っ
て
い

る
限
り
、
困
っ
て
い
る
人
が
い

れ
ば
支
援
し
た
い
。
ま
た
一
般

廃
棄
物
処
理
事
業
は
自
由
競

争
に
委
ね
ら
れ
る
べ
き
で
は

な
い
業
務
と
さ
れ
て
い
る
。
災

害
時
を
含
め
、
ど
の
よ
う
な
状

況
で
あ
ろ
う
と
安
定
的
に
継

続
す
る
必
要
が
あ
り
、
そ
の
観

点
か
ら
も
支
援
は
続
け
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
述

べ
た
（
支
援
の
様
子
は
２
面
に

掲
載
）
。

令和６年能登半島地震災害支援実績

作業日
作業台数
（台）

作業人数
（人）

運搬量（m3）

1 月 10 日 7 14 22,200

1 月 11 日 9 18 25,770

1 月 12 日 8 16 21,480

1 月 13 日 7 14 17,960

1 月 14 日 8 16 26,440

1 月 15 日 8 16 23,340

1 月 16 日 8 16 20,640

1 月 17 日 8 16 24,340

1 月 18 日 8 16 24,060

1 月 19 日 8 16 20,110

1 月 20 日 8 16 23,860

1 月 21 日 8 16 26,740

1 月 22 日 8 16 26,540

1 月 23 日 8 16 26,370

合計 111 222 329,850
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全国環整連

令
和
６
年
能
登
半
島
地
震
災
害
支
援
を
実
施

珠
洲
市
な
ど
３
市
で
延
べ
１
１
１
台
、
２
２
２
名

し
た
。
こ
の
時
点
で
石
川
県
内

に
お
い
て
避
難
所
3
3
2
カ

所
、
避
難
者
数
2
万
7
7
8
5

人
と
の
報
道
が
あ
り
、
し
尿
処

理
の
ひ
っ
迫
が
予
想
さ
れ
た
。

　

同
3
日
午
前
9
時
に
は
、
石

川
県
危
機
管
理
課
よ
り
支
援

に
関
す
る
打
診
が
あ
り
、
ま
た

同
正
午
に
志
賀
町
役
場
よ
り

　

全
国
環
境
整
備
事
業
協
同
組
合
連
合
会
（
玉
川
福
和
会
長
）
は
、
令
和
6
年
能

登
半
島
地
震
で
災
害
支
援
活
動
を
実
施
し
た
。
発
災
後
、
被
災
地
に
お
い
て
し
尿

処
理
ニ
ー
ズ
が
発
生
す
る
こ
と
を
見
越
し
、
直
ち
に
バ
キ
ュ
ー
ム
カ
ー
83
台
、
作
業

員
1
6
6
名
か
ら
な
る
支
援
体
制
を
構
築
。
そ
の
後
、
石
川
県
の
要
請
を
受
け
珠
洲

市
、
七
尾
市
、
輪
島
市
の
3
市
に
て
、
稼
働
停
止
し
た
し
尿
処
理
施
設
か
ら
し
尿
・

汚
泥
の
搬
出
を
行
っ
た
。
期
間
は
1
月
10
〜
23
日
の
14
日
間
で
、
活
動
規
模
は
延
べ

1
1
1
台
、
2
2
2
名
、
し
尿
・
汚
泥
の
搬
送
量
は
約
33
万
㎥
に
達
し
た
。

避
難
所
の
く
み
取
り
支
援
に

つ
い
て
連
絡
が
入
っ
た
。

　

こ
う
し
た
状
況
か
ら
同
4

日
午
前
9
時
、
全
国
環
整
連
能

登
半
島
地
震
対
策
本
部
を
設

置
。
全
国
の
各
県
組
合
に
支
援

準
備
を
要
請
し
た
。
同
日
午
後

4
時
、
石
川
県
危
機
管
理
課
よ

り
連
休
明
け
の
9
日
頃
ま
で

は
県
内
業
者
で
対
応
す
る
と

の
報
告
が
あ
っ
た
が
、
翌
5

日
、
改
め
て
支
援
を
依
頼
す

る
こ
と
に
な
る
と
の
連
絡
が

あ
っ
た
。

　

4
日
時
点
で
は
避
難
所

3

7

3

カ

所
、

避

難

者

数

3
万
3
0
5
5
人
ま
で
膨
れ

上
が
っ
て
お
り
、
対
策
本
部

石
川
県
要
請
受
け

石
川
県
要
請
受
け
1010
日
よ
り

日
よ
り

　
　
　
し
尿
・
汚
泥
の
搬
出
開
始

　
　
　
し
尿
・
汚
泥
の
搬
出
開
始

　

令
和
6
年
能
登
半
島
地
震

は
1
月
1
日
、
午
後
4
時
10
分

に
発
生
し
た
。
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー

ド
7
・
6
で
、
最
大
震
度
は

7
。
立
ち
上
が
る
ほ
ど
が
で
き

な
い
ほ
ど
の
激
し
い
揺
れ
に

襲
わ
れ
、
能
登
半
島
の
木
造
住

宅
の
ほ
と
ん
ど
が
倒
壊
・
損
壊

す
る
な
ど
甚
大
な
被
害
が
発

生
し
た
。
さ
ら
に
沿
岸
部
で
は

4
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
津
波

に
襲
わ
れ
た
。

　

全
国
環
整
連
に
お
い
て
は
、

翌
日
2
日
の
午
前
8
時
、
立
憲

民
主
党
の
泉
健
太
代
表
か
ら

被
災
地
支
援
に
つ
い
て
連
絡

が
あ
り
、
同
日
正
午
に
岐
阜
県

に
お
い
て
緊
急
会
議
を
開
催

　

1
月
9
日
午
前
8
時
、
石
川

県
危
機
管
理
課
よ
り
支
援
の
正

式
依
頼
が
入
っ
た
。

　

作
業
内
容
は
、
地
元
業
者
の

し
尿
収
集
運
搬
体
制
を
確
保
す

る
た
め
、
稼
働
停
止
し
た
珠
洲

市
浄
化
セ
ン
タ
ー
お
よ
び
七
尾

市
な
な
か
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

の
ピ
ッ
ト
に
溜
ま
っ
た
し
尿
・

損壊した処理場からのし尿・汚泥の
搬出を実施した

　

広
報
環
整
連
第
５
６
７
号

の
紙
面
に
誤
り
が
あ
り
ま
し

た
。
小
山
展
弘
議
員
は
立
憲

民
主
党
で
す
。
お
詫
び
し
て

訂
正
い
た
し
ま
す
。

お
詫
び
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い
る
と
考
え
て
い
る
」。
ま
た

委
託
基
準
に
関
す
る
角
倉
一
郎

次
長
の
「
必
ず
し
も
１
社
で
対

応
す
べ
き
形
に
は
な
っ
て
い
な

い
」
と
い
う
答
弁
も
踏
ま
え
、

「
区
域
割
り
は
市
町
村
長
の
判

断
で
あ
り
、
検
討
会
に
て
精
査
、

対
応
し
て
ま
い
り
た
い
」
と
回

答
し
た
。

　

ま
た
末
松
議
員
は
、
山
崎
議

員
も
取
り
上
げ
た
清
掃
・
保
守

点
検
実
施
率
調
査
に
つ
い
て
、

ま
ず
清
掃
率
95
％
以
上
と
高
い

数
値
を
誇
る
岐
阜
県
に
つ
い
て

伊
藤
大
臣
と
と
も
に
評
価
す
べ

き
先
進
事
例
で
あ
る
こ
と
を
確

認
し
た
。

　

そ
の
上
で
、
環
境
省
が
今
般

設
置
し
た
「
浄
化
槽
法
施
行
状

況
点
検
検
討
会
」
に
岐
阜
県
の

委
員
が
含
ま
れ
て
い
な
い
こ
と

を
問
題
視
し
、「
清
掃
率
の
向

上
に
向
け
て
の
検
討
も
さ
れ
る

わ
け
で
あ
り
、
ベ
ス
ト
プ
ラ
ク

テ
ィ
ス
（
最
優
良
事
例
）
の
方
々

を
委
員
に
含
め
な
い
と
い
う
の

は
お
か
し
い
の
で
は
な
い
か
」

と
指
摘
し
た
。

　

こ
れ
に
つ
い
て
伊
藤
大
臣

は
、「
岐
阜
県
等
の
先
進
的
な

事
例
に
つ
い
て
は
、
し
っ
か
り

ヒ
ア
リ
ン
グ
等
を
行
う
こ
と
に

よ
り
情
報
を
踏
ま
え
、
検
討
し

て
ま
い
り
た
い
。
ご
指
摘
も
踏

ま
え
て
、
検
討
会
の
メ
ン
バ
ー

に
つ
い
て
は
検
討
し
た
い
」
と

回
答
し
た
。

　

ま
た
区
域
割
り
と
独
占
禁
止

法
の
関
係
を
取
り
上
げ
、
ま
ず

「
相
談
し
て
区
域
を
定
め
る
と

い
う
話
に
な
っ
た
と
す
る
と
、

こ
れ
は
独
占
禁
止
法
上
の
指
導

対
象
に
な
る
か
」
と
質
問
し
た
。

　

答
弁
に
は
公
正
取
引
委
員
会

の
古
谷
一
之
委
員
長
が
立
ち
、

「
独
占
禁
止
法
（
独
禁
法
）
違

反
に
当
た
る
か
ど
う
か
は
具
体

的
な
事
実
に
基
づ
い
て
判
断
す

る
必
要
が
あ
る
が
、
一
般
論
と

し
て
は
廃
棄
物
処
理
法
に
基
づ

き
区
域
割
り
が
な
さ
れ
て
い
な

い
中
、
許
可
業
者
が
そ
れ
ぞ
れ

区
域
を
決
定
し
て
仕
事
を
さ
れ

る
場
合
は
、
相
互
に
事
業
活
動

を
拘
束
し
て
競
争
を
制
限
す
る

独
禁
法
上
の
カ
ル
テ
ル
に
該
当

す
る
場
合
が
あ
る
」
と
回
答
し

た
。

　

末
松
議
員
は
続
け
て
、「
長

年
の
経
緯
に
よ
っ
て
、
暗
黙
の

う
ち
に
区
域
割
り
が
で
き
た
場

合
は
ど
う
か
」「
行
政
が
区
域

を
定
め
た
場
合
は
ど
う
か
」
と

質
問
し
、
古
谷
委
員
長
は
改
め

て
具
体
的
な
事
案
に
基
づ
い
て

判
断
す
る
と
断
り
つ
つ
「
問
題

と
な
る
恐
れ
が
あ
る
」「
廃
棄

物
処
理
法
に
基
づ
き
市
町
村
長

が
定
め
る
こ
と
は
、
独
禁
法
上

で
何
か
を
申
し
上
げ
る
立
場
に

は
な
い
。
た
だ
し
、
価
格
な
ど

の
面
で
の
共
同
行
為
に
は
注
意

い
た
だ
き
た
い
」
と
述
べ
た
。

　

末
松
議
員
は
、
古
谷
委
員
長

の
答
弁
を
受
け
て
改
め
て
「
独

禁
法
に
抵
触
す
る
お
そ
れ
も
あ

る
中
、
実
情
に
沿
っ
て
区
域
割

り
す
る
こ
と
が
重
要
で
は
な
い

か
」
と
環
境
省
に
問
い
、
伊
藤

大
臣
は
「
ご
指
摘
を
踏
ま
え
て

検
討
を
重
ね
て
ま
い
り
た
い
」

と
答
え
た
。

伊
藤
環
境
大
臣
が
清
掃
率
向
上
へ
答
弁

一
廃
収
運
業
許
可
の
区
域
割
り
で
国
会
質
問

衆議院

　

質
問
は
山
崎
議
員
か
ら
行
わ

れ
、
ま
ず
初
め
に
環
境
省
が
昨

年
5
月
以
降
に
実
施
し
た
清

掃
・
保
守
点
検
実
施
率
調
査
に

お
け
る
不
備
を
指
摘
し
た
。
環

境
省
が
示
し
た
速
報
で
は
、「
浄

化
槽
清
掃
率
の
全
国
平
均
は

64
％
」「
清
掃
率
40
％
未
満
の

自
治
体
に
対
し
て
聞
き
取
り
を

行
っ
た
と
こ
ろ
、
50
％
が
行
政

に
よ
る
指
導
が
不
十
分
と
の
こ

と
で
、
さ
ら
に
そ
の
68
％
が
浄

化
槽
台
帳
の
問
題
を
取
り
上
げ

た
」
と
し
て
い
る
。

　

浄
化
槽
台
帳
が
整
備
さ
れ
て

お
ら
ず
、
指
導
が
十
分
に
行
え

な
い
こ
と
か
ら
清
掃
率
が
低
迷

し
て
い
る
と
評
価
す
る
も
の
だ

が
、
こ
れ
に
対
し
て
山
崎
議
員

は
聞
き
取
り
調
査
の
対
象
が

1
0
6
自
治
体
と
少
な
い
こ
と

に
触
れ
つ
つ
、
区
域
割
り
あ
り

の
清
掃
率
が
平
均
70
％
で
あ
っ

た
の
に
対
し
、
区
域
割
り
な
し

の
清
掃
率
は
平
均
61
％
で
、
さ

ら
に
清
掃
実
施
率
が
80
％
以
上

の
自
治
体
に
限
れ
ば
区
域
割
り

な
し
は
29
％
、
区
域
割
り
あ
り

は
46
％
で
有
意
な
差
が
出
て
い

る
の
で
は
な
い
か
と
訴
え
た
。

　

浄
化
槽
台
帳
の
問
題
で
片
付

け
よ
う
と
す
る
環
境
省
の
姿
勢

を
厳
し
く
指
摘
し
つ
つ
、
こ
れ

に
加
え
て
一
般
廃
棄
物
収
集
運

搬
に
係
る
委
託
基
準
「
受
託
者

が
受
託
業
務
を
遂
行
す
る
に
足

り
る
施
設
、
人
員
及
び
財
政
的

基
礎
を
有
す
る
」
の
部
分
を
取

り
上
げ
、「
全
域
許
可
の
場
合

を
考
え
る
な
ら
ば
１
社
で
全
域

に
対
応
で
き
る
だ
け
の
能
力
が

な
け
れ
ば
基
準
に
合
わ
な
く
な

る
の
で
は
な
い
か
」
と
、
区
域

割
り
が
行
わ
れ
て
い
な
い
こ
と

に
よ
っ
て
発
生
す
る
不
都
合
に

つ
い
て
、
委
託
基
準
の
観
点
か

ら
も
指
摘
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
質
問
に
つ
い
て
伊

藤
大
臣
は
「
清
掃
実
施
率
が
高

い
か
低
い
か
、
こ
れ
に
は
複
数

の
要
因
が
考
え
ら
れ
、
浄
化
槽

台
帳
の
整
備
状
況
も
含
ま
れ
て

全国環整連  令和６年能登半島地震災害支援

支援隊員を悩ませた渋滞。珠洲市まて片道 7時間を要することもあった 羽咋郡市広域圏事務組合衛生センターへの投入の様子

10 日からの支援に集結した第 1班の車両支援に当たった第 2班の車両
七尾市中央水質管理センター（下水処

理場）においても一部支援を実施した

珠洲市浄化センターからのくみ取りの様子

支援最終日（23 日）までを担当した第
3班の車両

マンホールが隆起し、下水道が使用不
能になった地域も多く見られた

連日汚泥の搬出を繰り返し、被災地の
し尿受入体制を確保した

第 2班以降は降雪により路面状況が
一層悪化した

　

衆
議
院
予
算
委
員
会
で
2
月
28
日
、
立
憲
民
主
党
・

一
般
廃
棄
物
処
理
議
員
連
盟
事
務
局
長
の
山
崎
誠
議

員
、
同
幹
事
長
の
末
松
義
規
議
員
の
2
名
か
ら
一
般

廃
棄
物
収
集
運
搬
業
許
可
の
区
域
割
り
に
つ
い
て
集

中
的
な
国
会
質
問
が
行
わ
れ
た
。
答
弁
に
は
環
境
省

の
伊
藤
信
太
郎
環
境
大
臣
、
環
境
再
生
・
資
源
循
環

局
の
角
倉
一
郎
次
長
、
公
正
取
引
委
員
会
の
古
谷
一

之
委
員
長
が
立
ち
、
伊
藤
大
臣
は
区
域
割
り
の
必
要

性
に
係
る
質
問
を
踏
ま
え
た
上
で
、
浄
化
槽
清
掃
率

の
向
上
に
つ
い
て
「
適
切
に
判
断
し
て
ま
い
り
た
い
」

と
答
弁
。
ま
た
古
谷
委
員
長
は
、
業
者
間
に
よ
る
暗

黙
の
区
域
割
り
が
独
占
禁
止
法
に
抵
触
す
る
と
の
見

解
を
示
し
た
。
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全
国
環
境
整
備
事
業
協
同
組
合
連
合

会
は
1
月
25
日
、
東
京
・
一
橋
の
如
水

会
館
で
新
年
懇
親
会
を
開
催
し
た
。
関

係
省
、
団
体
か
ら
多
く
の
来
賓
が
出
席

し
、
国
会
か
ら
も
自
民
党
の
秋
葉
賢
也

衆
議
院
議
員
、
公
明
党
の
山
本
博
司
参

議
院
議
員
、
立
憲
民
主
党
の
泉
健
太
代

表
ら
が
駆
け
つ
け
た
。

　

冒
頭
で
玉
川
会
長
は
、
全
国
環
整
連

と
し
て
実
施
し
た
令
和
6
年
能
登
半
島

地
震
の
被
災
地
支
援
に
つ
い
て
触
れ
つ

つ
、「
被
災
地
で
は
今
後
の
生
活
に
大

変
な
不
安
を
抱
え
て
い
る
方
が
多
く
い

ら
っ
し
ゃ
る
が
、
永
田
町
で
は
全
く
異

次
元
の
出
来
事
が
起
き
て
い
て
、
日
本

は
本
当
に
再
建
で
き
る
の
か
と
い
う
よ

う
な
感
覚
を
覚
え
る
。
本
日
お
越
し
の

国
会
議
員
の
皆
様
に
は
国
民
が
失
望
す

る
こ
と
の
な
い
よ
う
姿
勢
を
正
し
て
い

た
だ
け
た
ら
」
と
挨
拶
し
た
。

　

来
賓
挨
拶
で
は
出
席
し
た
国
会
議
員
、

環
境
省
幹
部
か
ら
祝
辞
が
あ
り
、
秋
葉

賢
也
衆
議
院
議
員
は
「
被
災
地
で
も
感

染
症
の
問
題
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ

て
い
る
。
国
民
生
活
に
公
衆
衛
生
、
環

境
保
全
は
欠
か
せ
な
い
も
の
で
あ
り
引

き
続
き
し
っ
か
り
と
推
進
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
祝
辞
を
述
べ
た
。

　

山
本
博
司
参
議
院
議
員
は
、「
全
国
環

整
連
の
皆
さ
ま
の
ご
尽
力
に
よ
っ
て
地

域
環
境
の
保
全
、
公
衆
衛
生
の
向
上
が

図
ら
れ
て
い
る
。
災
害
時
に
は
さ
ま
ざ

ま
な
課
題
が
生
じ
る
が
、
そ
れ
を
乗
り

越
え
、
支
援
し
て
い
た
だ
い
た
こ
と
に

敬
意
を
表
し
た
い
」
と
挨
拶
し
た
。

　

泉
健
太
代
表
は
、「
能
登
半
島
地
震
に

お
い
て
玉
川
会
長
と
連
絡
を
取
っ
た
の

が
1
月
2
日
で
、
地
元
業
者
と
の
役
割

分
担
の
も
と
で
く
み
取
り
体
制
を
確
保

す
る
こ
と
が
で
き
た
。
皆
さ
ま
が
現
場

で
担
っ
て
い
た
だ
い
た
役
割
も
踏
ま
え

な
が
ら
、
今
後
の
国
会
に
臨
ん
で
ま
い

り
た
い
」
と
述
べ
た
。

　

乾
杯
の
発
声
に
は
、
立
憲
民
主
党
の

一
般
廃
棄
物
処
理
議
員
連
盟
の
山
崎
誠

事
務
局
長
が
立
ち
、「
皆
様
方
が
取
り
上

げ
る
区
域
割
り
の
問
題
に
つ
い
て
、
現

状
が
明
ら
か
に
な
っ
て
き
た
。
今
年
は

積
み
上
げ
て
き
た
も
の
を
成
果
に
つ
な

げ
る
年
に
し
て
ま
い
り
た
い
」
と
述
べ
、

全
国
環
整
連
の
一
層
の
発
展
を
祈
念
し

て
杯
を
掲
げ
た
。

令和６年新年懇親会で災害支援に各界から謝意令和６年新年懇親会で災害支援に各界から謝意

全国環整連

玉川福和会長
（全国環整連）

泉健太代表
（立憲）

馬淵澄夫衆議院議員
（立憲）

末松義規衆議院議員
（立憲）

小島敏文衆議院議員
（自民）

鈴木貴子衆議院議員
（自民）

鬼木誠衆議院議員
（自民）

長谷川淳二衆議院議員
（自民）

石橋林太郎衆議院議員
（自民）

梶原大介参議院議員
（自民）

近藤昭一衆議院議員
（立憲）

枝野幸男衆議院議員
（立憲）

立憲・一廃処理議連事務局長の山崎誠衆議院議員の発声で乾杯した

森山浩行衆議院議員
（立憲）

井坂信彦衆議院議員
（立憲）

横沢高徳参議院議員
（立憲）

前原誠司衆議院議員
（教育）続きは６面下段に掲載

秋葉賢也衆議院議員
（自民）

山本博司参議院議員
（公明）
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議
連
の
こ
れ
ま
で
の
活
動
実
績

自民党

高度化議連

立憲

一廃処理議連
内　　容

令

和

４

年

10月20 日 設立総会　10・8通知と廃棄物処理法における市町村の責務について説明

11月8 日 11月24 日
全国環整連「最高裁判決は区域を定める必要があると示している」

環境省「11条 7『区域を定め、または・・できる』の解釈は、できる規定のため定めなくてもよい」

12月13 日
全国環整連「区域を定めていない市町村は実態を把握できていない」「全国において業者間の区域割りは独禁法違反として注意を受けている」

環境省「区域の定めと清掃率には相関関係はない」「公取の話は知らない。県・市町村から相談や報告はない」

令

和

５

年

3月28 日 3月22 日

全国環整連「区域を定めない行政上のメリットはあるのか」「公取からは廃棄物処理法における区域の定めは、独禁法の対象外と聞いている」

環境省「区域の定めは自治体において判断し選択される。区域の定めなく清掃率が高い市町村ある」「業者の長年の努力による区域はカルテルに当たらない」

議員「区域を定めなく清掃率の高い市町村の調査を依頼」

6月20 日 5月31 日

環境省「区域の定めなく清掃率が高い市町村の12市町を公表」「業者の長年の努力による区域はカルテルに当たらない」

全国環整連「12市町すべてにおいて暗黙であれ区域が存在した」「業者間の暗黙の区域割りは独禁法違反にあたるため法律通りに区域を定めてほしい」

議員「すべての市町村の清掃率の調査を依頼」

11月20 日 環境委員会質問（山崎）大臣「処理実施計画未策定の違法状態を是正するために市町村に指導していく」

11月15日 11月21 日
環境省「清掃率速報値を公表。区域と清掃率には相関関係はないと分析した」「業者間の暗黙の区域割りはカルテルに当たると認識している」（前言撤回した）

全国環整連「処理計画未策定の市町村が200以上存在する」

令

和

６

年

2月27 日

環境省「清掃率の精査結果を公表。区域と清掃率には相関関係はないと分析した」「業者間の暗黙の区域割りはカルテルに当たると認識している」

議員「未だに未報告、0％も存在する。精査しても信ぴょう性がない」

全国環整連「清掃実施のために処理計画があり、計画には区域が必要である」「法律に則り、区域を定めた処理実施計画の策定を求める」

2月28 日
予算委員会第6分科会質問（山崎・末松）大臣「清掃率の目標は100％。あらゆる政策手段を進める」

公取「暗黙の区域割りはカルテルである」

3月26 日 岐阜県のデジタル化紹介

立 憲
　

総
会
は
環
境
省
の
資
料
説
明

か
ら
始
ま
り
、
前
回
の
会
合
で

指
摘
を
受
け
、
精
査
す
る
こ
と

と
な
っ
た
清
掃
・
保
守
点
検
実

施
率
の
再
調
査
結
果
を
示
し

た
。
未
回
答
、
あ
る
い
は
異
常

値
を
示
し
た
自
治
体
に
再
調
査

を
依
頼
し
た
と
こ
ろ
、
清
掃
実

施
状
況
が
不
明
な
市
町
村
は
約

2
0
0
ま
で
減
少
し
、
清
掃
実

施
率
の
全
国
平
均
は
63
％
か
ら

64
％
に
上
方
修
正
さ
れ
た
。

　

た
だ
し
全
体
と
し
て
大
き
な

変
更
は
な
く
、
環
境
省
が
清
掃

率
が
40
％
未
満
の
自
治
体
に

行
っ
た
ヒ
ア
リ
ン
グ
結
果
か
ら

も
、
清
掃
率
が
低
迷
す
る
原
因

は
浄
化
槽
台
帳
シ
ス
テ
ム
の
未

整
備
問
題
に
あ
る
と
の
従
来
か

ら
の
主
張
を
繰
り
返
し
た
。

　

一
方
、
全
国
環
整
連
は
、
廃

棄
物
処
理
法
第
7
条
11
に
お
い

て
、
一
般
廃
棄
物
収
集
運
搬
業

の
許
可
に
関
し
て
「
区
域
を
定

め
、
又
は
生
活
環
境
の
保
全
上

必
要
な
条
件
を
付
す
る
こ
と
が

で
き
る
」
と
の
条
文
を
説
明
。

さ
ら
に
環
境
省
10
・
8
通
知
に

お
い
て
「
一
般
廃
棄
物
処
理
業

は
、
専
ら
自
由
競
争
に
委
ね
ら

れ
る
べ
き
性
格
の
事
業
と
位
置

づ
け
ら
れ
て
い
な
い
」
と
の
最

高
裁
に
お
け
る
廃
棄
物
処
理
法

の
考
え
方
に
つ
い
て
取
り
上
げ

た
。

　

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
浄
化

槽
の
清
掃
を
継
続
的
か
つ
安
定

的
に
実
施
す
る
に
は
区
域
割
り

が
必
要
で
あ
り
、
廃
棄
物
処
理

法
に
お
い
て
市
町
村
の
義
務
と

し
て
定
め
ら
れ
て
い
る
一
般
廃

棄
物
処
理
実
施
計
画
の
策
定
に

つ
い
て
も
、
実
効
性
あ
る
形
で

実
施
計
画
を
策
定
す
る
に
は
区

域
割
り
に
よ
る
実
態
把
握
が
必

要
と
主
張
し
た
。

　

ま
た
一
般
廃
棄
物
処
理
実
施

計
画
が
未
策
定
の
自
治
体
は
、

全
国
環
整
連
の
調
査
で
全
国
に

1
8
0
自
治
体
あ
る
こ
と
が
分

か
っ
て
い
る
が
、
区
域
割
り
が

な
く
、
一
般
廃
棄
物
収
集
運
搬

業
許
可
業
者
が
複
数
存
在
す
る

の
は
1
3
1
自
治
体
と
な
っ
て

い
る
。
今
回
、
こ
の
1
3
1
自

治
体
に
つ
い
て
、

環
境
省
の
清
掃
・

保
守
点
検
実
施

率
調
査
と
重
ね

合
わ
せ
て
、
浄

化
槽
の
設
置
基

数
、
清
掃
実
施
基

数
に
つ
い
て
尋

ね
た
と
こ
ろ
「
把

握
し
て
い
な
い
」

と
の
回
答
が
得

ら
れ
た
。

　

理
由
に
つ
い

て
は
75
自
治
体

が
回
答
し
、
46
自

治
体
が
許
可
業
者
に
任
せ
て
い

る
、
残
り
の
29
自
治
体
は
分
か

ら
な
い
、
原
因
不
明
等
だ
っ
た
。

こ
の
点
も
区
域
割
り
が
な
け
れ

ば
実
態
把
握
が
進
ま
な
い
こ
と

の
裏
付
け
で
あ
り
、
総
会
で
は

改
め
て
「
浄
化
槽
の
清
掃
率
向

上
に
区
域
割
り
が
必
要
」
と
訴

え
た
。

　

こ
の
後
は
意
見
交
換
が
あ

り
、
議
連
か
ら
は
清
掃
・
保
守

点
検
実
施
率
調
査
に
い
ま
だ
不

備
が
あ
る
こ
と
や
、
清
掃
率
低

迷
の
原
因
を
浄
化
槽
台
帳
シ
ス

テ
ム
に
結
び
つ
け
、
頑
な
に
区

域
割
り
と
の
関
連
を
否
定
す
る

環
境
省
の
姿
勢
、
廃
棄
物
処
理

法
第
7
条
11
の
解
釈
な
ど
、
環

境
省
に
対
し
て
厳
し
い
指
摘
が

相
次
い
だ
。

　

ま
た
業
者
間
で
区
域
割
り
を

行
う
こ
と
の
危
険
性
に
も
触
れ

つ
つ
、
廃
棄
物
処
理
法
に
則
り

区
域
割
り
を
行
い
、
実
効
性
あ

る
一
般
廃
棄
物
処
理
実
施
計
画

の
も
と
で
安
定
的
・
継
続
的
に

業
務
を
継
続
し
て
い
く
こ
と
の

重
要
性
を
再
確
認
し
た
。

一
廃
処
理
議
連
が
第
７
回
総
会
開
く

環
境
省
の
拙
速
な
結
論
づ
け
に
厳
し
い
指
摘

　

立
憲
民
主
党
の
一
般
廃
棄
物
処
理
議
員
連
盟
（
一
廃
処
理

議
連
）
は
2
月
27
日
、
衆
議
院
第
一
議
員
会
館
で
一
般
廃
棄

物
収
集
運
搬
業
の
区
域
割
り
に
向
け
た
第
7
回
総
会
を
開
催

し
た
（
写
真
）。
環
境
省
、
全
国
環
整
連
が
参
加
す
る
中
、

意
見
交
換
が
行
わ
れ
、
議
連
か
ら
は
清
掃
率
と
区
域
割
り
に

関
連
が
な
い
と
拙
速
に
結
論
づ
け
よ
う
と
す
る
環
境
省
の
姿

勢
に
対
し
て
厳
し
い
指
摘
が
相
次
い
だ
。

鈴木宗男参議院議員
（大地）

環境省・角倉一郎次長
（環境再生・資源循環局）

環境省・松﨑裕司課長
（廃棄物適正処理推進課）

氏　名 所　属

井坂　信彦 衆議院議員（立憲）

泉　　健太 衆議院議員（立憲）

枝野　幸男 衆議院議員（立憲）

大串　博志 衆議院議員（立憲）

近藤　昭一 衆議院議員（立憲）

末松　義規 衆議院議員（立憲）

馬淵　澄夫 衆議院議員（立憲）

森本　真治 参議院議員（立憲）

森山　浩行 衆議院議員（立憲）

山崎　　誠 衆議院議員（立憲）

横沢　高徳 参議院議員（立憲）

玉木雄一郎 衆議院議員（国民）

徳永　久志 衆議院議員（教育）

前原　誠司 衆議院議員（教育）

鈴木　宗男 参議院議員（大地）

氏　名 所　属

秋葉　賢也 衆議院議員（自民）

石橋林太郎 衆議院議員（自民）

江渡　聡徳 衆議院議員（自民）

鬼木　　誠 衆議院議員（自民）

梶原　大介 参議院議員（自民）

亀岡　偉民 衆議院議員（自民）

小島　敏文 衆議院議員（自民）

小寺　裕雄 衆議院議員（自民）

末松　信介 参議院議員（自民）

鈴木　貴子 衆議院議員（自民）

長谷川淳二 衆議院議員（自民）

藤井比早之 衆議院議員（自民）

御法川信英 衆議院議員（自民）

務台　俊介 衆議院議員（自民）

和田　政宗 参議院議員（自民）

山本　博司 参議院議員（公明）
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沼田　正樹 環境省 環境再生・資源循環局 廃棄物適正処理推進課 浄化槽推進室 室長
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